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研究要旨 

 興奮毒性型急性脳症は本邦において最も頻度の高い脳症であり、け

いれん重積型（二相性）急性脳症（AESD）、興奮毒性の関与する軽症脳

症（MEEX）からなるスペクトラムを形成している。興奮毒性型急性脳

症 16例（AESD：8例、MEEX：8 例）を対象とし、MRスペクトロスコピ

ー（MRS）を用神経学的予後予測が可能であるか検討した。神経学的予

後不良を予測する因子として、NAA 低下、Cr 低下、Lac 上昇、Glu 低下

を認めた。発症 7日以内の急性期に限ると、NAA 低下、Cr低下、Lac 上

昇が予後不良因子であった。興奮毒性型急性脳症において MRS は診断

のみならず予後予測においても有用である。 

 

 

Ａ．研究目的 

 興奮毒性型急性脳症は本邦において最も

頻度の高い脳症であり、けいれん重積型（二

相性）急性脳症（AESD）、興奮毒性の関与す

る軽症脳症（MEEX）からなるスペクトラムを

形成している。AESD の約 70%では神経学的

後遺症を残す。脳代謝を非侵襲的に観察出

来る MR スペクトロスコピー（MRS）を用い

て、神経学的予後予測が可能であるか検討

した。 

 

Ｂ．研究方法 

2015 年 4月から 2019 年 3 月に当院に入

院した興奮毒性型急性脳症の患児 20 例の

うち、既往症のある 4例を除いた 16 例

（AESD：8例、MEEX：8例）を対象とし

た。MRS（TR/TE=5000/30 msec）は 3.0 テ

スラ装置を用い、前頭-頭頂葉白質を関心

領域とした。N-acetyl aspartate(NAA)、

Creatine（Cr）、Choline、Myo-inositol、

Lactate（Lac）、Glutamate（Glu）、

Glutamine について LCmodel を用いて定量

解析を行った。神経学的予後は 6か月以上

の観察期間を経て Pediatric Cerebral 

Performance Category score を用いて評

価し、スコア１を正常群（G1）、スコア

2,3 を軽症・中等症群（G2）、スコア 4-6

を重症群（G3）とした。 
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（倫理面への配慮） 

本研究は学内倫理審査委員会の承認を得

て施行された（#3535R, 3123R4）。 

 

Ｃ．研究結果 

 G1 が 9例、G2 が 5 例、G3 が 2 例であっ

た。神経学的予後不良（G2 および 3）を予

測する因子として、NAA 低下（感度 88%、

特異度 100%）、Cr 低下（47%、100%）、Lac

上昇（47%、100%）、Glu 低下（35%、

100%）を認めた。発症 7日以内の急性期に

限ると、NAA 低下（88%、100%）、Cr低下

（38%、100%）、Lac 上昇（38%、100%）が

予後不良因子であった。 

 

Ｄ．考察 

NAA は神経細胞にのみ存在し、Cr はエネ

ルギーマーカー、Lac は ATP 欠乏に伴う嫌

気性解糖を反映する。これらの異常は神経

障害の程度を反映し予後に直結していると

考えられる。 

 

Ｅ．結論 

 興奮毒性型急性脳症において MRS は診断

のみならず予後予測においても有用である。

NAA の減少が神経学的後遺症の予測的価値

が最も高い。 
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